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防災管理事業 危機管理課

危機管理・防災対策の推進

災害発生時に、迅速かつ効率的に対応できるよう、必要物資の備蓄や防災設備の整備・点検を実
施する。

備蓄物資整備計画に基づき、第５次総合計画の前期までに重要備蓄物資の必要数量を計画的に
確保する。 災害ハザードマップを更新し、全住民に周知を図る。

備蓄物資整備計画に基づき、重要備蓄物資の必要数量を計画的に確保する。大阪府による土砂
災害防止法に基づく基礎調査の結果、土砂災害警戒区域及び土砂災害特別警戒区域が大幅に
増加したことに伴い、土砂災害に対する警戒区域が大幅に拡大したため、最新のハザードマップを
作成し、周知を図る。

事業の概要

指標の推移

事業の評価

市の危機管理対応能力の向上（公助の推進）をめざし、情報をより迅速かつ確実に市民へ伝える
体制を構築するとともに、災害対策本部を円滑に運営することができるよう、職員の更なる対応能力
の強化をめざす。備蓄物資については、府とともに、大阪府域救援物資対策に基づき、公助備蓄
の必要量の確保を図っていく必要がある。災害ハザードマップについては、土砂災害防止法に基
づき、警戒避難体制の整備として、住民等への周知を図る必要がある。
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